
 
組合員のみなさまへ 

 
被扶養者の異動手続きのお願い 

 

新春を迎え、卒業・進学又は就職等に伴う被扶養者の異動が生ずる季節となりました。 

就職・進学・退職などにより認定事由に異動が生じた場合は、下表を参照し被扶養者の

継続認定又は取り消しの手続きをお願いいたします。 

組合員被扶養者証に有効期限の記載がある被扶養者が、その後も引き続き認定を受ける

場合は、当該有効期限から30日以内に継続認定の手続きが必要です。30日を経過した後

に所属所長へ「被扶養者申告書」の届出がなされた場合は、一旦、有効期限の翌日で被扶

養者の資格を取り消して、「被扶養者申告書」を所属所長が受理した日から再認定すること

となりますので、ご注意ください。 

なお、高等学校へ進学する者にあっては、本年から6月頃に対象者を抽出しご通知する

予定でおりますので、当該期間において手続きを行っていただけますよう併せてお願い申

し上げます。 

 

・被扶養者申告書（取消）

・新しく加入した健康保険の保険証の写し（注１）

・組合員被扶養者証

・被扶養者申告書（継続）

・在学証明書（注2）

・組合員被扶養者証

・被扶養者申告書（継続）

・家族状況調書

・所得証明書（注3）

・住民票又は仕送り額が確認できる書類（注4）

・組合員被扶養者証

・被扶養者申告書（取消）
・雇用証明書又は給与明細等の写し

・組合員被扶養者証

・被扶養者申告書（継続）

・家族状況調書

・所得証明書（注3）

・雇用証明書又は給与明細等の写し

・住民票又は仕送り額が確認できる書類（注4）

・組合員被扶養者証

提 出 書 類 等

継
続

求職活動中（内定期間中の者を含む）・自宅学習
中・病気療養中等

継

続

平 成 26 年 ４ 月 の 状 況

取
消

就 職

進 学

アルバイト等によ
り収入がある

継

続

大学・短大・大学院・専門学校・高専・予備校等
への入学

無 職 ・ 無 収 入

認定基準額未満の収入

認定基準額以上の収入になる 取
消

 

 



※ 事情によっては上記以外の書類を提出していただくこともあります。なお、「被扶養者

申告書」、｢家族状況調書｣及び｢申立書｣は共済組合ホームページからダウンロードすること

ができます。 

 

（注１） 取消予定日をもって取り消しとなる場合には、提出する必要がありません。「被

扶養者申告書（取消）」及び「組合員被扶養者証」の提出をお願いいたします。 

     

（注２） 遠方の大学等へ進学するため、入学前に更新後の組合員被扶養者証の交付を希望

する者にあっては、「合格通知書」又は「入学許可証」等の写しに「申立書」を添

えて届出を行うことで、逐次更新後の組合員被扶養者証を交付することとなります

が、この場合は、平成26年5月30日（金）までに「在学証明書」を提出していただ

けますようお願いいたします。 

なお、「在学証明書」、「合格通知書」又は「入学許可証」等の写しの余白に組合

員証の記号番号、組合員氏名及び卒業見込年月日を記入してください。 

 

（注３） 収入の証明がされている場合は、内容が確認できる｢雇用証明書｣又は｢給与明細

書の写し｣等の書類の添付が必要です。 

 

（注４） 扶養手当の受給がなく組合員と別居されている者にあっては、仕送り額が確認で

きる書類(銀行の振込受領書又はＡＴＭ利用明細書等で一枚の用紙で振込人と受取

人の氏名、振込年月日、仕送り額等の確認ができるもの)を提出してください。な

お、この4月から「別居する」場合であっても、4月分の仕送り額が確認できる書

類を提出していただく必要があります。 

 

（注５） 卒業年月日が延期されたことに伴い、その後も引き続き被扶養者として認定を受

ける必要がある者にあっては、平成26年4月1日以降、当該年度の在学証明書に

より継続認定の届出をお願いいたします。 
 

 

 

 

 

 
問い合わせ先： 年金課 資格担当 


